
　

●平成20年度決算の売上額 ●平成20年度決算の当期利益

調査時点 平成21年3月2日～平成21年3月6日

調査地域 当金庫本支店所在地

調査方法 当金庫本支店職員による面接聞き取り法

業種別内訳 企業規模（従業者数）別内訳

調査数 回答数 回答率 (％） 回答数 構成比　（％）

40 39 118

30 30 98

159 157 125

97 97 39

9 8 29

52 50 409

28 28

415 409

24.0

28.8

98.5

98.7

88.8 50 人 以 上

100.0

96.1

１ ～ ４ 人

100.0

7.1

9.5

30.610 ～ 29 人

30人～49人

97.5

卸 売 業

製 造 業

５ ～ ９ 人

合 計

小 売 業

運 輸 業

不 動 産 業

建 設 業

サービス業 100.0

100.0

　2009年１月公表の日銀地域経済報告（さくらレポート）によると2008年秋以降、国際金融市場の混乱を
契機として内外需要の急激な減少に見舞われ、つれて資金繰りも悪化するなど、中小企業経営を取り
巻く環境は一段と厳しさを増しつつあります。
　管内の経済も公共事業の縮減や消費の低迷により経営環境は益々厳しさを増しており、今後の景気
動向について引き続き注意する必要があります。
　このような状況の下、十勝管内企業の平成21年度決算状況等について調査を行いました。
　調査結果を見ると平成20年度決算の売上額は前年度と比較して「減少」と回答した企業が半数を超え
る結果となりました。また、平成20年度決算の当期利益についても前年度と比較して「減少」、「赤字転
落、赤字の継続」と回答した企業の合計が6割に達しており、世界的な経済の減速により管内企業の業
績も厳しさを増していることがわかります。

　ここでは、平成20年10月から平成21年9月までに期末を迎えた、もしくは期末を迎える決算を平成20年
度の決算とさせていただきます。

増加　15％

ほぼ横ばい　31％

増加　11％赤字転落、赤字の
継続　22％

減少　54％
ほぼ横ばい　28％

減少　38％

分からない、把握していない　1％



●平成20年度決算の売上額

①平成20年度決算の売上額 単位（％）

業 種 別 総合 製造 卸売 小売 建設 不動産 ｻｰﾋﾞｽ 運輸

増 加 15 31 20 12 12 25 8 25

ほ ぼ 横 ば い 31 15 37 31 30 62 34 32

減 少 54 54 43 57 58 13 58 43

        ●売上額の増減に最も影響を及ぼしている要因

　

②平成20年度の売上額の増減に最も影響を及ぼしている要因 単位（％）

業 種 別 総合 製造 卸売 小売 建設 不動産 ｻｰﾋﾞｽ 運輸

販 売 数 量 の 増 加 15 31 13 9 16 38 10 21

販 売 数 量 の 減 少 51 49 30 53 54 25 62 39

販 売 単 価 の 上 昇 6 5 23 10 1 2 4

販 売 単 価 の 下 降 14 13 14 15 14 12 7

販 売 数 量 ・ 単 価 と も 変 化 な し 14 2 20 13 15 37 14 29

●問1  貴社の平成20年度決算の売上額は、平成19年度に比べおおよそどのようになった、もしくは、
なると見込んでいますか。下記①の中から1つ選んでお答え下さい。また、平成20年度の売上額の増減
に最も大きな影響を及ぼしている要因を下記②の中から1つ選んでお答え下さい。

平成20年度決算の売上額と大きな影響を及ぼしている要因は？

平成20年度決算売上は「減少」が半数を超える

  平成20年度決算の売上について尋ねま

した。平成20年度決算の売上が「減少」

と回答した企業は半数を超える結果とな

り、平成20年度決算の売上が「増加」と

回答した企業は15％に留まりました。業

種別では、製造業で「増加」との回答が

全業種中最も高い結果となりました。ま

た、不動産業で「減少」との回答が13％

に留まり、全業種中最も少ない回答とな

りました。

  平成20年度の売上額の増減に最も

大きな影響を及ぼしている要因につ

いて尋ねました。「販売数量の減

少」と回答した企業が半数を超える

結果となりました。業種別ではサー

ビス業で「販売数量の減少」との回

答が6割を超える結果となりました。

また、卸売業で「販売単価の上昇」

との回答が全業種中最も高い結果と

なりました。

ほぼ横ばい　31％

増加　15％

販売数量の増加　15％

販売単価の下降　14％

販売数量の減少　51％

減少　54％

販売単価の上昇　6％

販売数量・単価とも
変化なし　14％




